
2013年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 0 4 8 4 6 3 2 7 9 0 0 1 0
11 * 1 2 2 5 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0
18 * 1 3 6 13 3 5 0 1 4 5 3 2 1 0
56 * 0 0 2 7 1 2 3 3 5 8 0 0 0 0
61 * 0 1 1 4 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0
0 0 0 0 3 4 1 1 0 2 2 4 2 0 0 0
1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0
20 0 1 1 3 8 0 0 2 2 2 4 0 0 2 0
21 0 0 0 2 2 1 3 2 0 0 0 0 1 3 0
23 0 0 0 3 6 0 0 1 2 3 5 0 0 0 1
24 0 0 0 2 6 0 0 0 2 1 3 0 0 0 0
27 0 0 0 4 4 0 0 1 1 2 3 0 0 0 0
41 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
51 0 0 0 0 1 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 0 1 1 0

3 7 32 70 11 20 19 16 27 43 5 3 7 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 1 1 1 7 1 2 2 0 2 2 0 1 1 0
2 * 1 5 3 9 3 5 2 0 5 5 3 3 1 0
4 * 1 6 1 4 0 0 5 1 3 4 2 0 0 0
12 * 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
18 * 0 2 1 5 2 4 4 0 6 6 1 0 1 0
5 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
14 0 2 3 5 11 6 10 4 4 4 8 2 0 2 0
37 0 0 0 3 5 0 0 1 0 2 2 0 0 0 0
99 0 0 0 0 0 2 2 0 0 1 1 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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Team / Coach:

合　　　計
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流通科学大学
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戦評
第三試合目は今リーグ優勝候補である天理大学と、下剋上をこころ流通科学大学のカードになった。前半はまさかの
一進一退の攻防が続き、天理大学が流科大科学大学の強気あるプレーに苦戦した。後半へ突入すると、天理大学の
高さあるインサイドとアウトサイドシュートを中心に攻め、流れを完全に掴んだ天理大学に軍配が上がった。
第1ピリオド、試合開始とともに流科大科学大学＃12新宅の激しいディフェンスにより天理大学＃23YVESからボール
を奪い、すぐさまドライブをしかけてファールをもらった。しかし、そのファールにより＃12新宅が怪我をおい、流科大
は開始早々エースを交代せざるおえなくなった。その穴を埋めるべく、流科大＃14社が力強いセンタープレーで流れ
を繋ぎ、＃2安藤のジャンプシュートで天理を離す。一方天理は流科大のディフェンスに苦戦をしいつつも、絶対的な
ガードである＃20大戸のドライブとゲームコントロールにより自分達の流れにのろうと奮闘する。12-17で流科大5点
リードで第１ピリオドを終える。
第2ピリオド、関西選抜の天理＃18相馬が鋭いドライブからダブルクラッチで得点を決め、＃21中田のパスカットからレ
イアップを決め、流れは天理に傾いた。中盤になると26-26で同点にも追いついた。天理は外からのシュートを確実に
決めていくのに対し、流科大は＃37松本のインサイドプレーや、ドライブからの合わせでゴール下シュートを沈めて
いった。目立ったのは、やはり天理のエースである＃18相馬の安定した3Ｐシュートとドライブで、流科大は相馬に対し
どのような対応をするのかが鍵となる。お互い一歩も譲らず、37-35で流科大が少しリードして前半が終了した。
第3ピリオド、天理は＃6SIMONのインサイドを中心に攻撃する。流科大は天理のインサイドの攻撃に対して多くの
ファールを重ね、インサイドを固めたら今度は天理＃11藤森の3Ｐシュートや、＃20大戸のアウトサイドシュートが立て
続けに得点を決める。これには流科大もなすすべがなく、残り2分現時点でこの試合最大の16点差にまでひらき、天
理がリードしている。何とか差を縮めようと流科大＃14社が3Ｐシュートを決め、47-59天理のリードで第3ピリオドを終え
る。
第4ピリオド、またもや天理＃6SIMONのインサイドの攻撃は止まらず、その圧倒的な高さに、流科大はファールで止
めるしかなかった。しかし流科大＃14社が＃6SIMONのディフェンスに対しドライブを仕掛け、バスケットカウントを取っ
た。続いて＃1藤原がアウトサイドシュートを決め、ここから流科大の巻き返しが始まる。だが、流科大の流れは天理の
高さあるディフェンスによってすぐに止められてしまい、最後まで諦めず戦い続けるも59-86で天理大学が勝利した。
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